
②

①
の
破
片
は
浪
花
勇
次
郎
氏
編
『
阿
州
大
伏
旧
釈
迦
堂
跡
出
土
瓦
経
拓
』
（
以
下

「
浪
花
拓
本
集
」
と
略
す
）
二
八
頁
に
収
め
ら
れ
た
破
片
で
あ
る
。
表
面
を
み
る
と
、

…
…
…
．
…
…
…
…
・
・
…
是
經
」

…
…
・
…
・
…
・
…
…
…
近
虚
能
」

：
．
…
…
…
…
…
…
…
菩
提
摩
」

：
：
…
…
．
：
…
：
…
…
口
和
善
」

と
あ
り
、
裏
面
に

：
：
…
…
…
…
・
…
…
・
不
親
近
」

…
…
…
…
…
…
：
．
…
筆
讃
詠
」

徳
島
県
板
野
郡
板
野
町
犬
伏
に
所
在
す
る
徳
島
県
指
定
史
跡
蔵
佐
谷
（
旧
釈
迦

堂
）
瓦
経
塚
出
土
の
瓦
経
片
の
う
ち
、
徳
島
県
有
形
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
る
阿

南
市
長
生
町
善
昌
寺
西
室
美
術
館
に
所
蔵
の
資
料
に
つ
い
て
、
そ
の
復
原
と
考
察
を

①

行
い
、
順
次
成
果
を
発
表
し
て
き
た
。
本
稿
は
そ
の
一
部
に
該
当
す
る
も
の
で
、

『
妙
法
蓮
華
經
』
（
後
秦
亀
菟
国
三
蔵
法
師
鳩
摩
羅
什
訳
）
巻
第
五
及
び
六
に
つ
い
て

記
述
す
る
も
の
で
あ
る
。

徳
島
県
犬
伏
蔵
佐
谷
出
土
瓦
経
片
の
復
原
と
考
察
続
）

ｌ
司
妙
法
蓮
華
経
』
「
巻
第
五
、
六
に
つ
い
て
」
Ｉ

．
…
…
．
。
…
…
…
…
…
不
親
近
」

．
…
：
…
…
…
…
…
…
鍵
現
之
」

…
…
…
・
…
…
：
…
…
政
猟
鞁
」

と
あ
る
。
こ
れ
は
『
妙
法
蓮
華
經
』
巻
第
五
、
「
安
楽
行
品
」
第
十
四
の
は
じ
め
の

と
こ
ろ
に
あ
た
る
。
書
写
さ
れ
た
部
分
を
『
大
正
新
脩
大
藏
經
』
に
よ
っ
て
同
定
復

原
と
す
る
と
次
の
如
く
に
な
る
。
（
ゴ
チ
は
瓦
経
の
文
字
。
以
下
同
じ
）
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〔
裏
〕
訶
薩
行
虚
云
何
名
菩
薩
摩
訶
薩
親
近
虚
菩
薩

摩
訶
薩
不
親
近
國
王
王
子
大
臣
官
長
不
親
近

諸
外
道
梵
志
尼
捷
子
等
及
造
世
俗
文
筆
讃
詠

外
書
及
路
伽
耶
陀
逆
路
伽
耶
陀
者
亦
不
親
近

諸
有
兇
戯
相
梗
相
撲
及
那
羅
寺
種
種
愛
現
之

戯
又
不
親
近
施
陀
羅
及
蓄
猪
羊
鶏
狗
略
猟
漁

捕
諸
悪
律
儀
如
是
人
等
或
時
來
者
則
為
説
法

無
所
怖
望
又
不
親
近
求
聲
聞
比
丘
比
丘
尾
優

と
な
る
。
し
た
が
っ
て
『
浪
花
拓
本
集
』
の
下
側
の
位
置
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
の
は

表
面
で
あ
り
、
上
側
の
拓
本
は
裏
面
で
上
下
逆
に
な
っ
て
い
る
。

復
原
の
過
程
で
判
明
し
た
こ
と
を
挙
げ
る
と
、
こ
の
瓦
経
片
は
表
面
か
ら
み
た
場

合
、
前
二
行
分
と
、
後
一
行
分
が
欠
損
し
て
い
る
こ
と
が
判
明
す
る
。

次
に
、
こ
の
瓦
経
片
は
「
安
楽
行
品
第
十
四
」
の
冒
頭
で
あ
る
が
、
表
面
最
初
の

行
の
「
誓
願
於
後
悪
世
護
持
…
…
」
の
「
誓
願
」
ま
で
の
欠
損
し
て
い
る
二
行
分
は

〔
表
〕
誓
願
於
後
悪
世
護
持
讃
説
是
法
華
經
世
尊
菩

薩
摩
訶
薩
於
後
悪
世
云
何
能
説
是
經
佛
告
文

殊
師
利
若
菩
薩
摩
訶
薩
於
後
悪
世
欲
説
是
經

當
安
住
四
法
一
者
安
住
菩
薩
行
虚
及
親
近
虚
能

為
衆
生
演
説
是
經
文
殊
師
利
云
何
名
菩
薩
摩

訶
薩
行
虚
若
菩
薩
摩
訶
薩
住
忍
辱
地
柔
和
善

順
而
不
卒
暴
心
亦
不
驚
又
復
於
法
無
所
行
而

観
諸
法
如
實
相
亦
不
行
不
分
別
是
名
菩
薩
摩

「
爾
時
文
殊
師
利
法
王
子
…
…
」
の
冒
頭
か
ら
全
部
で
三
三
文
字
で
あ
る
。
犬
伏
瓦

経
の
一
行
の
文
字
は
十
七
字
で
あ
る
か
ら
一
宇
不
足
す
る
こ
と
に
な
る
。
そ
れ
は
そ

れ
と
し
て
、
こ
の
二
行
は
前
の
相
当
す
る
瓦
経
の
裏
面
に
書
写
さ
れ
た
も
の
と
考
え

て
よ
い
。
そ
こ
で
、
以
前
に
『
関
西
大
学
博
物
館
紀
要
』
創
刊
号
に
記
述
し
た
『
阿

③

波
国
出
土
瓦
経
片
の
積
聚
ｌ
散
在
す
る
資
料
の
集
録
と
復
原
ｌ
』
で
挙
げ
た
、
犬
伏

天
理
教
蔵
の
破
片
②
は
巻
第
四
「
勧
持
品
』
の
最
後
の
部
分
で
あ
っ
て
、
裏
面
最
終

に
二
行
の
空
白
が
残
る
。
こ
れ
と
、
今
こ
こ
に
挙
げ
た
瓦
経
片
は
連
接
す
る
も
の
で

あ
る
か
ら
、
二
行
の
不
足
分
は
前
の
瓦
経
の
最
後
の
二
行
に
書
写
さ
れ
た
と
考
え
れ

ば
完
全
に
続
く
こ
と
に
な
る
。
恐
ら
く
そ
れ
で
間
違
い
は
な
い
と
思
う
が
、
そ
の
場

合
經
典
首
題
を
書
く
行
が
と
れ
な
い
。
た
だ
、
瓦
経
の
場
合
は
「
安
楽
行
品
」
と
い

っ
た
首
題
は
書
か
れ
な
く
、
改
行
だ
け
で
連
続
し
て
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
よ
う
か
。

次
に
、
瓦
経
表
面
四
行
目
を
復
原
す
る
と
こ
の
行
だ
け
十
八
字
で
一
字
多
い
。
そ

の
理
由
は
、
上
か
ら
六
字
目
に
画
数
の
少
な
い
「
一
」
と
い
う
文
字
が
入
る
こ
と
か

ら
、
こ
の
行
は
十
八
字
と
な
っ
た
も
の
と
考
え
る
の
が
適
当
と
思
う
。

ま
た
、
裏
面
六
行
目
の
十
七
字
目
の
文
字
が
、
こ
の
瓦
経
で
は
「
鮫
」
と
な
っ
て

い
る
。
と
こ
ろ
が
『
大
正
新
脩
大
蔵
經
』
の
脚
注
⑩
に
よ
れ
ば
『
東
京
国
立
博
物
館

本
』
で
は
「
魚
」
で
あ
る
と
す
る
。
『
法
幸
経
一
字
索
引
』
で
は
「
漁
」
と
な
っ
て

い
る
。あ

と
は
問
題
な
い
が
、
こ
れ
と
同
じ
「
安
楽
行
品
」
の
冒
頭
の
部
分
を
書
写
し
た

④

瓦
経
片
は
、
江
口
治
郎
氏
よ
り
関
西
大
学
博
物
館
に
寄
贈
さ
れ
た
一
点
と
鳥
取
県
倉

吉
市
博
物
館
に
所
蔵
さ
れ
る
伯
耆
大
日
寺
出
土
の
瓦
経
片
に
み
ら
れ
る
。

な
お
、
原
形
の
大
き
さ
を
推
定
す
る
と
、
瓦
経
表
面
の
「
不
親
近
」
の
三
文
字
が

三
・
六
篭
、
こ
れ
を
十
七
字
と
し
、
上
下
共
に
夷
ン
の
縁
を
加
え
る
と
、
縦
は
約
二 一

一



②
次
に
、
表
面
に

．
…
・
・
…
法
是
…
・
…
：
…

：
：
．
．
…
出
品
第
十
…
：
。
…

…
…
…
来
菩
薩
…
：
．
…
．
：

あ
り
、
裏
面
に

…
・
…
：
三
十
二
相
…
：
：
：

：
：
：
…
．
：
界
虚
：
：
…
：
：
．

．
…
：
…
…
□
□
…
…
…
…

と
あ
る
。
こ
れ
は
『
妙
法
蓮
華
經
』
巻
第
五
、

「
安
楽
行
品
」
第
十
四
の
最
後
の
行

哀
ン
、
一
行
の
幅
が
二
・
哀
ン
、
こ
れ
が
八
行
と
左
右
の
縁
各
○
・
五
巻
を
加
え
る

と
横
幅
は
一
七
・
八
巻
と
な
る
。
厚
さ
は
二
・
一
哀
ン
で
あ
る
。

熱
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②巻第五安楽行品（上＝表、下＝裏）
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〔
裏
〕
婆
世
界
自
有
六
萬
恒
河
沙
等
菩
薩
摩
訶
薩
一

一
菩
薩
各
有
六
萬
恒
河
沙
春
属
是
諸
人
等
能

於
我
滅
後
護
持
讃
謂
廣
説
此
經
佛
説
是
時
娑

婆
世
界
三
千
大
千
國
土
地
皆
震
裂
而
於
其
中

有
無
量
千
萬
億
菩
薩
摩
訶
薩
同
時
謂
出
是
諸

菩
薩
身
皆
金
色
三
十
二
相
無
量
光
明
光
議
在

此
娑
婆
世
界
之
下
此
界
虚
空
中
住
是
諸
菩
薩
・

聞
鐸
迦
牟
尼
佛
所
説
音
聲
從
下
發
來
二
菩

と
な
る
。
こ
の
瓦
経
の
書
写
を
み
る
と
、
表
面
最
初
の
行
は
「
安
楽
行
品
」
の
最
後

の
偶
文
の
行
で
あ
る
。
偶
文
は
五
字
一
句
、
四
句
一
行
の
形
式
で
あ
る
か
ら
、
こ
こ

に
挙
げ
た
一
行
が
書
写
さ
れ
る
。
次
の
行
は
「
：
：
：
出
品
第
十
…
…
」
だ
か
ら
、
い

う
ま
で
も
な
く
「
從
地
踊
出
品
第
十
五
」
に
相
当
す
る
。
た
だ
、
瓦
経
に
残
存
す
る

か
ら
、
「
從
地
踊
出
品
」
第
十
五
の
冒
頭
の
部
分
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。

新
脩
大
蔵
經
』
に
よ
っ
て
復
原
す
る
と
次
の
如
く
で
あ
る
。

〔
表
〕
若
後
悪
世
中
説
是
第
一
法
是
人
得
大
利
如
上
諸
功
徳

妙
法
蓮
華
經
從
地
踊
云
品
第
十
五

爾
時
他
方
國
土
諸
來
菩
薩
摩
訶
薩
過
八
恒
河

沙
数
於
大
衆
中
起
立
合
掌
作
禮
面
白
佛
言
世

尊
若
鑛
我
等
於
佛
滅
後
在
此
娑
婆
世
界
勲
加

精
進
護
持
讃
調
書
篇
供
養
是
經
典
者
當
於
此

土
面
廣
説
之
爾
時
佛
告
諸
菩
薩
摩
訶
菩
衆
止

善
男
子
不
須
汝
等
護
持
此
經
所
以
者
何
我
娑

『
大
正

一
一
一



文
字
の
位
置
を
左
右
の
行
の
文
字
の
位
置
と
対
比
す
る
と
、
經
典
首
題
で
あ
る
『
妙

法
蓮
華
經
』
の
文
字
が
あ
っ
た
と
推
定
で
き
る
。
そ
れ
で
も
一
～
二
字
位
置
の
違
い

は
あ
る
が
、
こ
れ
は
書
写
す
る
場
合
の
文
字
の
配
置
で
少
し
ば
か
り
の
相
違
は
生
じ

る
で
あ
ろ
う
。
但
し
①
の
瓦
経
は
、
そ
の
接
続
か
ら
み
て
經
典
首
題
が
書
写
さ
れ
て

い
な
か
っ
た
と
判
断
し
た
こ
と
と
相
違
す
る
点
は
よ
く
わ
か
ら
な
い
。

な
お
、
こ
れ
と
同
じ
箇
所
を
書
写
し
た
瓦
経
片
と
し
て
西
宮
市
黒
川
古
文
化
研
究

④

所
蔵
品
に
一
点
が
あ
る
。

瓦
経
の
原
形
の
復
原
は
裏
面
の
「
三
十
二
相
」
の
四
字
が
四
・
一
云
ン
で
あ
る
か
ら

一
行
十
七
字
詰
と
し
、
上
下
に
縁
各
一
哀
ン
を
加
え
る
と
約
二
十
・
三
笹
、
横
幅
は
一

行
が
一
哀
ン
で
八
行
、
両
端
縁
左
右
各
一
毎
を
加
え
る
と
約
十
八
笹
と
な
る
。
厚
さ

二
・
一
篭
で
あ
る
。

『
浪
花
拓
本
集
』
三
○
頁
の
上
段
に
挙
げ
ら
れ
た
も
の
が
こ
の
瓦
経
片
で
、
右
上

が
表
面
、
左
下
が
裏
面
と
な
る
。

③
瓦
経
片
の
表
面
に

…
…
…
…
…
世
：
…
：
：
…
…

：
：
…
…
：
…
所
來
…
：
：
．
：
．
．

…
…
…
：
：
：
実
有
菩
：
…
・
…

…
・
…
…
：
…
所
授
記
…
…
…

と
あ
り
、
対
す
る
裏
面
に

…
…
…
：
…
・
自
當
因
…
：
…
．

…
：
：
…
・
…
・
菩
善
哉
…
…
…

…
・
…
…
：
…
等
當
…
…
：
：
：

Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｉ
Ｉ
１
１
１
Ｉ
Ｉ
ｌ
ｌ
０
０
１
１
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｌ

③

と
読
め
る
経
文
が
あ
る
。
こ
れ
は
『
妙
法
蓮
華
經
』
巻
第
五
「
從
地
踊
出
品
」
第
十

五
の
経
文
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
れ
を
『
大
正
新
脩
大
蔵
經
』
で
復
原
す
る
と

次
の
如
く
で
あ
る
。

〔
表
〕
爾
時
鐸
迦
牟
尼
分
身
諸
佛
從
無
量
千
萬
億
他

方
國
土
來
者
在
於
八
方
諸
寶
樹
下
師
子
座
上

結
加
畉
坐
其
佛
侍
者
各
各
見
是
菩
薩
大
衆
於

三
千
大
千
世
界
四
方
從
地
踊
出
住
於
虚
空
各

白
基
佛
言
世
尊
此
諸
無
量
無
邊
阿
僧
祇
菩
薩

大
衆
從
何
所
來
爾
時
諸
佛
各
告
侍
者
諸
善
男

子
旦
待
須
実
有
菩
薩
摩
訶
薩
名
日
彌
勒
鐸
迦

牟
尼
佛
之
所
授
記
次
後
作
佛
以
問
斯
事
佛
答

〔
裏
〕
之
汝
等
自
営
因
是
得
聞
爾
時
鐸
迦
牟
尼
佛
告

弥
勒
菩
薩
善
哉
善
哉
阿
逸
多
乃
能
問
佛
如
是

議瀞
謎， 』

職i
O
上

巻第五

0

繍瀧：
5cm

h－F－r一寸-ニゴ

五從地踊出品（上＝表、下＝裏）

四



④
こ
れ
も
小
破
片
の
瓦
経
で
あ
る
が
、
表
面
に

…
…
五
指
百
歳
人
…
…
…
…

：
．
…
是
我
父
生
育
…
…
：
…
．

…
…
…
來
□
口
未
…
…
…
…

．
…
…
：
千
万
億
劫
…
…
…
…

と
判
読
で
き
、
裏
面
は

大
事
汝
等
當
共
一
心
被
精
進
鎧
發
堅
固
意
如

來
今
慾
顕
發
宣
示
諸
佛
智
慧
諸
佛
自
在
神
通

之
力
諸
佛
師
子
奮
迅
之
力
諸
佛
威
猛
大
勢
之

力
爾
時
世
尊
欲
重
宣
此
義
而
説
偶
言

當
精
進
一
心
我
欲
説
此
事
勿
得
有
疑
悔
佛
知
区
思
議

汝
今
出
信
力
往
於
忍
善
中
昔
所
未
聞
法
今
皆
當
得
聞

破
片
に
み
る
経
文
は
偶
文
の
終
っ
た
あ
と
「
爾
時
鐸
迦
牟
尼
分
身
諸
佛
」
か
ら
は

じ
ま
り
、
裏
面
の
最
後
の
二
行
は
偶
文
と
な
る
。
途
中
『
大
正
新
脩
大
蔵
經
』
で
は

改
行
の
と
こ
ろ
一
箇
所
あ
る
が
、
瓦
経
で
は
改
行
し
な
い
の
が
通
例
で
あ
る
。
残
存

す
る
の
は
小
破
片
で
あ
り
、
文
字
数
も
少
な
い
の
で
特
に
問
題
は
な
い
。

原
形
の
大
き
さ
は
、
表
面
最
後
の
行
の
「
所
授
記
」
の
三
字
が
三
・
一
云
ン
で
あ
る

の
で
、
一
行
十
七
字
詰
と
し
、
上
下
端
各
夷
ン
を
加
え
る
と
計
二
○
・
七
巻
と
な
る
。

幅
は
一
行
一
哀
ン
で
あ
る
か
ら
、
そ
れ
に
左
右
端
縁
各
哀
ン
を
加
え
る
と
計
約
十
八
笹

と
な
る
。
厚
さ
は
一
哀
ン
で
あ
る
。

な
お
、
こ
の
瓦
経
片
は
『
浪
花
拓
本
集
』
四
七
頁
の
下
段
の
二
点
で
、
左
下
が
表

面
、
右
上
が
裏
面
で
位
置
が
逆
に
な
っ
て
い
る
。

：
…
…
・
量
百
千
萬
：
…
…
…
．

：
…
：
：
次
第
習
諸
…
…
…
…

…
…
…
世
間
甚
為
…
…
…
…

．
…
…
：
…
□
口
教
…
…
…
…

と
あ
る
。
こ
れ
は
先
と
同
様
「
從
地
踊
出
品
」
第
十
五
で
あ
り
、
③
の
瓦
経
片
の
三

枚
あ
と
の
破
片
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
経
文
を
復
原
す
れ
ば
次
の
如
く
に
な
る
。

但
し
上
下
共
に
欠
損
し
て
い
る
た
め
、
位
置
が
不
明
で
あ
る
か
ら
、
九
行
前
の
偶
文

が
終
っ
て
改
行
し
た
と
こ
ろ
か
ら
復
原
し
、
位
置
を
決
め
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

戸

表
h 〃

大
菩
薩
衆
假
便
有
人
於
千
萬
億
劫
敷
不
能
蓋

不
得
其
邊
斯
等
久
遠
巳
來
於
無
量
無
邊
諸
佛

所
殖
諸
善
根
成
就
菩
薩
道
常
修
梵
行
世
尊
如

④巻第五從地踊出品（上＝表、 下＝裏）
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Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
９
１
１
１
１
１
ｌ
Ｉ
１
１
１
１
Ｉ
ｌ
ｌ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｌ
Ｉ
ｌ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ

⑤
表
面
が
か
な
り
磨
滅
し
て
い
る
破
片
で
あ
る
。
表
面
は
五
行
分
あ
る
が
、
辛
じ

て
次
の
文
字
を
読
み
と
る
こ
と
が
で
き
る
。

出
往
無
量
百
千
萬
億
三
味
得
大
神
通
久
修
梵

行
善
能
次
第
習
諸
善
法
巧
於
問
答
人
中
之
寶

一
切
世
間
甚
為
希
有
今
日
世
尊
方
云
得
佛
道

時
初
令
發
心
教
化
示
導
令
向
阿
褥
多
羅
三
説

三
菩
提
世
尊
得
佛
未
久
乃
能
作
此
大
功
徳
事

我
等
錐
復
信
佛
随
宜
所
説
佛
所
出
言
末
曽
虚

妄
佛
所
知
者
皆
悉
通
達
然
諸
新
發
意
菩
薩
於

佛
滅
後
若
聞
是
語
或
不
信
受
而
起
破
法
罪
業

と
な
る
。
小
破
片
で
あ
り
書
写
上
問
題
は
な
い
。

大
き
さ
は
裏
面
一
行
目
の
「
量
百
千
萬
億
」
の
五
字
が
五
・
九
華
で
、
上
下
端
各

冥
ン
を
加
え
る
と
約
二
十
一
哀
ン
、
幅
は
一
行
が
一
哀
ン
で
八
行
、
左
右
両
端
各
一
・
三

毎
あ
る
か
ら
、
計
約
十
八
・
六
巻
と
な
る
。
厚
さ
は
一
哀
ン
で
あ
る
。
な
お
、
『
浪
花

拓
本
集
』
三
四
頁
は
こ
の
破
片
で
あ
る
が
、
下
側
の
拓
本
が
表
面
で
あ
り
、
上
側
の

拓
本
は
裏
で
あ
っ
て
、
位
置
が
逆
に
な
っ
て
い
る
。

此
之
事
世
虚
難
信
譽
如
有
人
色
美
髪
黒
年
二

十
五
指
百
歳
人
言
是
我
子
其
百
歳
人
亦
指
年

少
言
是
我
父
生
育
我
等
是
事
難
信
佛
亦
如
是

得
道
巳
来
其
實
未
久
而
此
大
衆
諸
菩
薩
等
巳

於
無
量
千
萬
億
劫
為
佛
道
故
勲
行
精
進
善
入

「
□
□
□
・
…
・
…
．

「
下
口
阿
…
…
…

「
中
口
若
…
…
…

「
中
□
□
・
…
…
：

「
説
□
□
…
・
…
．
．

「
若
持
法
華
…
…
…

対
す
る
裏
面
は

「
□
□
…
・
…
．
．

「
□
□
・
…
…
．
．

「
天
人
阿
修
羅
…
．
：
…

「
諸
天
等
宮
殿
：
…
・
…

「
諸
大
海
水
等
…
：
．
…

「
若
□
□
□
…
…
…

が
判
読
で
き
る
。
こ
れ
は
『
妙
法
蓮
華
經
』
巻
第
六
、
「
法
師
功
徳
品
」
第
十
九
で

あ
る
。
以
下
、
次
の
如
く
復
原
す
る
。

大
千
世
界
衆
生
生
時
死
時
上
下
好
醜
生
善
虚

悪
虚
悉
於
中
現
及
鉄
園
山
大
鉄
園
山
弥
模
山

摩
訶
弥
模
山
等
諸
山
及
其
中
衆
生
悉
於
中
現

下
至
阿
鼻
地
獄
上
至
有
項
所
有
及
衆
生
悉
於

中
現
若
聲
聞
畔
支
佛
菩
薩
諸
佛
説
法
皆
於
身

中
現
其
色
像
爾
時
世
尊
欲
重
宜
此
義
而

説
偶
言

若
持
法
花
者
其
身
甚
諸
浄
如
彼
浄
琉
璃
衆
生
皆
意
見

一
ハ



又
如
浄
明
鏡
悉
見
諸
色
像
菩
薩
於
浄
身
皆
見
世
所
有

唯
独
自
明
了
餘
人
所
不
見
三
千
世
界
中
一
切
諸
群
萌

天
人
阿
修
羅
地
獄
鬼
畜
生
如
是
諸
色
像
皆
於
身
中
現

諸
天
等
高
殿
乃
至
於
有
項
鉄
園
及
弥
模
摩
訶
弥
模
山

諸
大
海
水
等
皆
於
身
中
現
諸
佛
及
聲
聞
佛
子
菩
薩
等

若
独
若
在
衆
説
法
悉
皆
現
錐
未
得
無
漏
法
性
之
妙
身

以
清
浄
常
体
一
切
於
中
現

復
次
常
精
進
若
善
男
子
善
女
人
如
来
滅
後
受

と
な
る
。
但
し
表
面
の
文
字
は
一
行
十
七
字
詰
と
い
う
原
則
に
合
致
し
な
い
箇
所
が

あ
る
か
ら
、
一
応
の
復
原
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

⑤巻第六法師功徳品（上＝表、下＝ 裏）

⑥
表
面
に
一
行
だ
け
経
文
が
あ
る
の
み
の
破
片
で
あ
る
。

。
…
…
：
以
千
萬
種
善
巧
之
語
言
分
…
…
…

と
あ
り
、
裏
面
は
罫
線
は
あ
る
が
四
行
共
に
空
白
で
あ
る
。
そ
こ
で
表
面
を
復
原
す

る
と
次
の
如
く
な
る
。

能
以
千
萬
種
善
巧
之
語
言
分
別
而
説
法
持
法
花
經
故

と
な
る
。
そ
う
す
る
と
こ
れ
は
「
法
師
功
徳
品
」
第
十
九
の
最
後
の
一
行
分
で
、
偶

文
で
あ
る
か
ら
五
字
一
句
、
四
句
一
行
が
書
写
さ
れ
て
い
る
。
そ
う
す
る
と
、
先
述

の
⑤
の
次
に
続
く
瓦
経
が
あ
っ
て
、
最
後
の
一
行
の
み
が
書
写
で
き
な
く
な
り
、
新

し
く
一
枚
を
当
て
た
と
考
え
ら
れ
る
。
通
例
で
は
、
そ
の
あ
と
に
次
の
「
常
不
軽
菩

薩
品
」
第
二
十
が
書
写
さ
れ
る
の
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
そ
れ
が
行
わ
れ
て
い
な
い
。

そ
の
理
由
は
不
明
で
あ
る
。

大
き
さ
は
五
字
一
句
の
二
句
分
が
一
○
・
五
種
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
二
倍
と
上
下

端
縁
計
約
三
毬
を
加
え
る
と
二
四
巻
程
度
と
な
る
。
厚
さ
は
二
・
哀
ン
で
あ
る
。

『
浪
花
拓
本
集
』
三
七
頁
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
破
片
で
あ
る
。

書
写
の
文
字
に
つ
い
て
は
特
に
問
題
は
な
い
が
、
強
い
て
挙
げ
れ
ば
、
表
面
最
終

行
が
、
瓦
経
で
は
「
若
持
法
華
經
」
と
あ
る
が
、
『
大
正
新
脩
大
蔵
經
』
で
は
「
若

持
法
花
者
」
と
あ
る
点
だ
ろ
う
。

さ
て
、
原
形
の
復
原
は
、
瓦
経
片
の
表
面
最
終
行
の
「
若
持
法
華
經
」
の
五
字
が

五
巻
で
あ
る
。
但
し
こ
の
部
分
は
五
字
一
句
、
四
句
一
行
の
偶
文
で
あ
り
、
各
旬
間

三
箇
所
に
○
・
五
巻
程
の
空
き
が
あ
る
。
そ
し
て
上
下
端
縁
各
一
・
五
毎
あ
る
か
ら

計
算
上
は
約
一
九
・
五
準
と
な
る
。
幅
は
一
行
幅
平
均
一
哀
ン
で
あ
り
、
両
端
縁
一
・

五
穆
程
あ
る
か
ら
、
計
一
九
穆
程
と
な
る
。
厚
さ
は
二
・
一
云
ン
と
や
や
厚
手
で
あ
る
。七



⑦
表
面
に

…
：
…
…
…
…
：
：
…
宣
此
義
而
説
…
…
…

．
…
…
…
：
…
…
・
…
：
王
神
智
無
量
…
・
…
…
：

と
あ
り
、
裏
面
に

繁
ロ
収
‐
造

ひと

鱗
灘

急

必

導

蟹

呼

騨識 0 （
FFFF戸 灘

⑥巻第六法師功徳品（右＝表、左＝裏）

…
…
…
…
…
：
…
・
：
・
養
是
佛
滅
後
・
・
・
…
：
．

。

…
…
…
…
…
…
・
…
：
輕
時
諸
四
□
…
…
…

と
判
読
で
き
る
。
こ
れ
は
「
常
不
輕
菩
薩
品
」
第
二
十
の
終
り
に
近
い
箇
所
で
あ
る
。

先
ず
、
表
面
は
一
行
の
途
中
で
あ
り
残
存
す
る
文
字
だ
け
で
は
位
置
は
決
ら
な
い
。

そ
こ
で
「
常
不
輕
菩
薩
品
」
の
最
初
か
ら
一
行
十
七
字
詰
で
割
付
け
て
み
る
こ
と
と

す
る
。
そ
の
結
果
、

こ
の
瓦
経
は
次
の
如
く
復
原
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

〔
表
〕
今
此
會
中
賊
陀
婆
羅
等
五
百
菩
薩
師
子
月
等

五
百
比
丘
尼
思
佛
等
五
百
優
婆
塞
皆
於
阿
褥

多
羅
三
貌
三
菩
提
不
退
韓
者
是
得
大
勢
當
知

是
法
華
經
大
饒
益
諸
菩
薩
摩
訶
薩
能
令
至
於

阿
褥
多
羅
三
貌
三
菩
提
是
故
諸
菩
薩
摩
訶
薩

艤
議
響
、

] 5cm
戸一M

⑦巻第六常不軽菩薩品（右＝表、左＝裏）
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Ｉ
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Ｉ
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Ｉ
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ｌ
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Ｉ
１

⑧
こ
の
破
片
は
表
裏
共
一
行
の
上
半
部
四
文
字
し
か
残
存
し
な
い
。
し
か
し
、
復
〔
裏
〕
牟
尼
佛
以
種
種
華
香
瑠
略
幡
蓋
及
諸
嚴
身
之

原
は
可
能
で
あ
る
。
先
ず
、
表
面
は

具
珍
寶
妙
物
皆
共
遥
散
娑
婆
世
界
所
散
諸
物

「
世
界
作
如
…
：
．
…
…
從
十
方
來
譽
如
雲
衆
鍵
成
寶
帳
遍
覆
此
間
諸

と
あ
り
、
裏
面
に
は

佛
之
上
干
時
十
方
世
界
通
達
無
擬
如
一
佛
士

〔
裏
〕
天
人
龍
神
所
共
供
養
是
佛
滅
後
法
欲
講
時

有
一
菩
薩
名
常
不
輕
時
諸
四
衆
計
著
於
法

不
輕
菩
薩
往
到
其
所
而
語
之
言
我
不
輕
汝

汝
等
行
道
皆
當
作
佛
諸
人
聞
巳
輕
殴
罵
署

不
輕
菩
薩
能
忍
受
之
其
罪
畢
巳
臨
命
終
時

得
聞
此
經
六
根
清
浄
神
通
力
故
増
益
寿
命

復
為
諸
人
廣
説
是
經
諸
著
法
衆
皆
蒙
菩
薩

教
化
成
就
令
住
佛
道
不
輕
命
終
値
無
数
佛

と
な
る
。
こ
れ
も
小
さ
な
破
片
で
あ
る
で
文
字
数
が
少
な
く
問
題
は
な
さ
そ
う
で
あ

る
。
原
形
の
大
き
さ
は
、
縦
は
裏
面
の
最
初
の
行
の
「
是
佛
滅
後
」
の
四
字
が
四
・

五
巻
で
あ
る
か
ら
、
こ
れ
に
間
隔
三
箇
所
各
○
・
五
穆
、
上
下
各
縁
推
定
各
冥
ン
を

加
え
る
と
約
一
二
・
五
穆
、
幅
は
一
哀
ン
で
八
行
、
左
右
各
云
ン
を
加
え
る
と
約
一
八

壱
、
厚
さ
は
一
・
九
穆
で
あ
る
。
『
浪
花
拓
本
集
』
の
四
五
頁
の
上
段
が
こ
れ
に
あ

た
る
が
、
左
が
表
面
、
右
が
裏
面
で
、
左
右
逆
位
置
に
な
っ
て
い
る
。

於
如
来
滅
後
常
應
受
持
讃
調
解
説
書
爲
是
經

爾
時
世
尊
欲
重
宜
此
義
而
説
偶
言

過
去
有
佛
號
威
音
王
神
智
無
量
將
導
一
切

１
Ｉ
Ｉ
ｌ
ｌ
１
１
ｌ
１
ｌ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
１
１
ｌ
Ｉ
ｌ
ｌ
Ｉ

「
□
口
佛
以
：
…
…
：
：

と
あ
る
。
こ
れ
は
『
妙
法
蓮
華
経
』
巻
第
六
、
「
如
来
神
力
品
」
第
二
十
一
で
あ
る
。

経
文
を
復
原
す
る
と
次
の
如
く
に
な
る
。

〔
表
〕
敬
園
繧
鐸
迦
牟
尼
佛
既
見
是
己
皆
大
歓
喜
得

未
曽
有
即
時
諸
天
於
虚
空
中
高
聲
唱
言
過
此

無
量
無
邊
百
千
萬
億
阿
僧
祇
世
界
有
國
名
娑

婆
是
中
有
佛
名
鐸
迦
牟
尼
今
爲
諸
菩
薩
摩
訶

薩
説
大
乗
經
名
妙
法
蓮
華
教
菩
薩
法
佛
所
護

念
汝
等
當
深
心
随
喜
亦
當
礼
拝
供
養
鐸
迦
牟

尼
佛
彼
諸
衆
生
聞
虚
空
中
聲
巳
合
掌
向
娑
婆

世
界
作
如
是
言
南
無
鐸
迦
牟
尼
佛
南
無
鐸
迦

0 5Cm
庁ヨーーゴーr－司

⑧巻第六如来神力品

（右＝表、左＝裏）
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⑨
比
較
的
大
き
な
破
片
で
文
字
も
鮮
明
で
あ
る
。
表
面
を
み
る
と
、

…
…
：
：
…
・
・
三
摩
諸
菩
薩
」

．
…
…
：
…
量
百
十
万
億
阿
」

：
…
…
：
：
羅
三
貌
三
菩
提
」

と
あ
り
、
裏
面
に
は．
…
…
…
…
：
敬
曲
窮
低
頭
」

…
：
…
：
：
勅
當
具
奉
行
唯
」

：
…
…
：
：
訶
薩
衆
如
是
三
」

と
あ
る
。
こ
れ
は
『
妙
法
蓮
華
經
』
巻
第
六
、
「
囑
累
品
」
第
二
十
二
の
冒
頭
に
近

爾
時
佛
告
上
行
等
菩
薩
大
衆
諸
佛
神
力
如
是

無
量
無
邊
不
可
思
議
若
我
以
是
神
力
於
無
量

無
邊
百
千
萬
億
阿
僧
祇
劫
爲
嘱
累
故
説
此
經

功
徳
猶
不
能
蓋
以
要
言
之
如
來
一
切
所
有
之

こ
の
よ
う
に
、
僅
か
一
行
、
し
か
も
数
文
字
だ
け
が
残
存
し
て
い
る
と
特
別
な
状

況
で
な
い
限
り
復
原
可
能
で
あ
る
と
い
え
る
。
こ
の
場
合
は
あ
ま
り
文
字
が
残
ら
な

い
か
ら
書
写
上
の
問
題
は
な
い
。
な
お
こ
の
破
片
の
裏
面
初
行
の
上
段
縁
に
「
廿

八
」
と
読
め
る
丁
付
け
が
あ
る
。
こ
れ
は
「
巻
第
六
」
の
廿
八
枚
目
と
い
う
意
味
か

も
知
れ
な
い
。

原
形
の
大
き
さ
は
、
表
面
の
最
終
行
の
「
世
界
作
如
」
の
四
字
が
四
・
九
笹
で
あ

り
、
こ
れ
に
上
下
端
縁
各
冥
ン
を
加
え
る
と
約
一
三
・
八
華
、
幅
は
一
行
約
一
夷
ン
で

あ
り
、
左
右
両
端
縁
各
約
夷
ン
を
加
え
る
と
約
十
八
巻
と
な
る
。
厚
さ
は
約
一
・
九

巻
で
あ
る
。
『
浪
花
拓
本
集
』
に
は
掲
載
さ
れ
て
い
な
い
。

い
と
こ
ろ
の
経
文
で
あ
る
。
全
体
を
復
原
す
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。

〔
表
〕
一
応
流
布
此
法
廣
令
増
益
如
是
三
摩
諸
菩
薩

摩
訶
薩
頂
而
作
是
言
我
於
無
量
百
千
萬
億
阿

僧
祇
劫
修
習
是
難
得
阿
縛
多
羅
三
蒻
三
菩
提

法
令
以
付
囑
汝
等
汝
等
當
受
持
讃
謂
廣
宣
此

法
令
一
切
衆
生
普
得
聞
知
所
以
者
何
如
來
有

大
慈
悲
無
諸
樫
悟
亦
無
所
畏
能
與
衆
生
佛
之

智
慧
如
來
智
慧
自
然
智
慧
如
來
是
一
切
衆
生 騨繍蟻灘

》
一
一リ

⑨巻第六嘱累品（右＝表、左＝裏）

一

○



之
大
施
主
汝
等
亦
應
随
學
如
來
之
法
勿
生
樫

〔
裏
〕
悟
於
未
來
世
若
有
善
男
子
善
女
人
信
如
來
智

慧
者
當
爲
演
説
此
法
華
經
使
得
聞
知
爲
令
其

人
得
佛
慧
故
若
有
衆
生
不
信
受
者
當
於
如
來

餘
深
法
中
示
教
利
喜
汝
等
若
能
如
是
則
爲
巳

報
諸
佛
之
思
時
諸
菩
薩
摩
訶
薩
聞
佛
作
是
説

巳
皆
大
歓
喜
遍
滿
其
身
益
加
恭
敬
曲
躬
低
頭

合
掌
向
佛
愼
発
聲
言
如
世
尊
勅
営
具
奉
行
唯

然
世
尊
願
不
有
虚
諸
菩
薩
摩
訶
薩
衆
如
是
三

さ
て
、
書
写
上
の
問
題
は
な
い
が
、
注
目
す
べ
き
こ
と
が
一
点
あ
る
。
そ
れ
は
、

こ
れ
に
続
く
瓦
経
が
、
か
つ
て
『
関
西
大
学
博
物
館
紀
要
』
創
刊
号
で
発
表
し
た
板

②

野
町
犬
伏
天
理
教
所
蔵
の
瓦
経
片
側
で
あ
る
。
こ
れ
も
小
さ
な
破
片
で
あ
り
残
存
文

字
が
少
な
い
か
ら
直
接
に
接
合
は
し
な
い
が
、
復
原
を
行
う
こ
と
に
よ
っ
て
こ
の
二

枚
は
連
続
す
る
こ
と
が
判
明
し
た
。
こ
の
こ
と
は
復
原
研
究
に
よ
っ
て
知
る
こ
と
の

で
き
る
成
果
で
あ
る
。
な
お
、
こ
の
部
分
を
書
写
し
た
瓦
経
は
奈
良
国
立
博
物
館
所

⑥
蔵
に
も
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

原
形
の
大
き
さ
は
表
面
二
行
目
の
「
量
百
千
萬
億
阿
」
の
六
字
が
七
・
五
巻
で
あ

る
か
ら
、
上
下
端
縁
各
一
セ
ン
チ
を
加
算
す
る
と
約
二
三
・
三
笹
と
な
る
。
横
は
一

行
幅
が
二
華
で
あ
る
か
ら
八
行
と
、
左
右
端
縁
各
○
・
五
篭
を
加
え
る
と
約
十
七
霧

と
な
る
。
厚
さ
は
一
・
八
諺
で
あ
る
。
な
お
『
浪
花
拓
本
集
』
の
十
九
頁
の
瓦
経
片

が
こ
れ
に
該
当
す
る
。

と
あ
る
。
『
妙
法
蓮
華
經
』
巻
第
六
、
薬
王
菩
薩
本
来
品
」

る
。
復
原
す
れ
ば
次
の
如
く
に
な
る
。

〔
表
〕
爾
時
一
切
衆
生
憲
見
菩
薩
説
是
偶
巳
而
白
佛

言
世
尊
世
尊
猶
故
在
世
爾
時
日
月
浄
明
徳
佛

⑩
こ
れ
も
小
破
片
で
あ
る
が
、
文
字
は
読
む
こ
と
が
で
き
る
の
で
復
原
可
能
で
あ

る
。
表
面
に

．
．
…
…
…
・
…
一
切
衆
…
…
…
…

…
．
：
…
・
…
…
：
尊
世
・
…
…
：
：
．

…
…
…
…
・
…
…
：
衆
…
：
：
…
：

と
あ
り
、
裏
面
に
は

．
…
：
…
：
…
・
火
滅
。
：
…
…
：
：
：

：
…
…
…
…
…
・
万
四
…
：
…
…
．

．
：
…
：
．
：
・
蓋
懸
衆
…
：
…
…
：
：

；
鰯

蕊
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第⑩巻第六薬王菩薩本爽品（上＝表、下＝裏）
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Ｉ
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｉ
ｌ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ

〔
裏
〕
所
有
舎
利
亦
付
囑
汝
當
令
流
布
廣
設
供
養
応

起
若
干
千
塔
如
是
日
月
浄
明
徳
佛
勅
一
切
衆

生
意
見
菩
薩
巳
於
夜
後
分
入
於
浬
藥
爾
時
一

切
衆
生
意
見
菩
薩
見
佛
滅
度
悲
感
慎
悩
懲
慕

於
佛
即
以
海
此
岸
栴
檀
爲
蘓
供
養
佛
身
而
以

嶢
之
火
滅
巳
後
收
取
舎
利
作
八
萬
四
千
寶
瓶

以
起
八
萬
四
千
塔
高
三
世
界
表
刹
荘
嚴
垂
諸

幡
霊
懸
衆
寶
鈴
爾
時
一
切
衆
生
憲
見
菩
薩
復

文
字
も
僅
か
で
あ
る
か
ら
書
写
上
の
問
題
は
な
い
。

原
形
の
復
原
は
表
面
の
「
一
切
衆
」
の
三
字
が
三
・
六
穆
で
あ
る
か
ら
、
十
七
字

分
、
そ
れ
に
上
下
端
縁
推
定
各
一
・
五
穆
を
加
え
る
と
約
二
三
・
四
笠
、
幅
は
一
行

が
平
均
一
夷
ン
、
そ
れ
に
左
右
両
端
縁
各
○
・
八
巻
で
あ
る
か
ら
約
十
七
・
六
笹
、
厚

さ
は
二
巻
と
復
原
で
き
る
。
な
お
、
『
浪
花
拓
本
集
』
五
○
頁
の
上
二
つ
が
こ
の
破

片
で
あ
る
が
、
下
が
表
面
、
上
が
裏
面
で
あ
る
か
ら
こ
れ
も
上
下
逆
に
な
っ
て
い
る
。

以
上
、
巻
第
五
・
六
の
十
点
の
破
片
に
つ
い
て
復
原
を
行
い
、
そ
の
過
程
で
明
ら

告
一
切
衆
生
憲
見
菩
薩
善
男
子
我
浬
薬
時
到

滅
壼
時
至
汝
可
安
施
床
座
我
於
今
夜
當
般
浬

藥
亦
勅
一
切
衆
生
意
見
菩
薩
善
男
子
我
以
佛

法
囑
累
於
汝
及
諸
菩
薩
大
弟
子
井
阿
褥
多
羅

三
蒻
三
菩
提
法
亦
以
三
千
六
千
七
寶
世
界
諸

寶
樹
寶
台
及
給
侍
諸
天
悉
付
於
汝
我
滅
度
後

か
に
な
っ
た
問
題
に
つ
い
て
考
察
を
試
み
た
。
い
ず
れ
も
小
破
片
で
あ
る
が
、
幸
い

表
裏
を
同
定
し
、
そ
れ
ぞ
れ
原
形
の
一
枚
の
経
文
を
復
原
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

な
か
に
は
經
典
首
題
を
省
略
し
た
り
、
空
白
部
分
を
つ
く
っ
た
り
、
一
行
の
文
字

数
が
十
七
字
詰
と
い
う
原
則
か
ら
逸
脱
し
た
り
す
る
も
の
も
あ
る
が
、
概
し
て
所
定

通
り
の
書
写
を
行
っ
て
い
る
と
思
う
。
な
お
、
こ
れ
ら
の
瓦
経
の
大
部
分
は
昭
和
三

十
五
年
四
月
五
日
付
で
徳
島
県
の
文
化
財
に
指
定
さ
れ
、
現
在
阿
南
市
長
生
町
の
西

室
苑
の
所
有
と
な
っ
て
い
る
。

わ
が
国
に
お
け
る
著
名
な
瓦
経
と
し
て
知
ら
れ
る
犬
伏
出
土
の
全
体
の
復
原
を
志

向
す
る
も
の
で
あ
る
。

註①
網
干
善
教
「
徳
島
県
犬
伏
旧
釈
迦
堂
出
土
瓦
経
片
の
復
原
研
究
ｌ
無
量
義
経
に
つ
い

て
ｌ
」
千
葉
乗
隆
博
士
還
暦
記
念
『
日
本
の
社
会
と
宗
教
』
昭
和
五
十
六
年
十
二
月

網
干
善
教
「
徳
島
県
犬
伏
旧
釈
迦
堂
出
土
瓦
経
片
の
復
原
研
究
（
三
ｌ
佛
説
観
善
賢

行
法
経
に
つ
い
て
ｌ
」
『
関
西
大
学
考
古
学
等
資
料
室
紀
要
』
第
一
号
昭
和
五
十
九
年

三
月
網
干
善
教
「
阿
波
国
出
土
経
片
の
積
聚
ｌ
散
在
す
る
資
料
の
集
録
と
復
原
Ｉ
」
『
関
西
大

学
博
物
館
紀
要
』
創
刊
号
平
成
七
年
三
月

網
干
善
教
「
徳
島
県
犬
伏
佐
谷
出
土
瓦
経
片
の
復
原
研
究
と
考
察
（
二
ｌ
『
妙
法
蓮

華
經
』
「
巻
第
一
」
に
つ
い
て
ｌ
」
『
関
西
大
学
博
物
館
紀
要
』
第
二
号
平
成
八
年

三
月

②
浪
花
勇
次
郎
『
阿
州
犬
伏
旧
釈
迦
堂
跡
出
土
瓦
経
拓
』
昭
和
四
十
八
年
七
月

③
網
干
善
教
「
阿
波
国
出
土
瓦
経
片
の
積
聚
ｌ
散
在
す
る
資
料
の
集
録
と
復
原
ｌ
」

『
関
西
大
学
博
物
館
紀
要
』
創
刊
号
（
前
出
）

④
網
干
善
教
「
江
口
治
郎
氏
よ
り
寄
贈
さ
れ
た
瓦
経
片
」
『
肝
陵
』
第
三
号
昭
和
五
六

一

一

一



⑥
網
干
善
教
「
奈
良
国
立
博
物
館
蔵
を
主
と
す
る
瓦
経
の
復
原
」
『
南
部
佛
教
』
第
四
十

二
号
昭
和
五
十
四
年
十
二
月

⑤
網
干
善
教
「
黒
川
古
文
化
研
究
所
蔵
瓦
経
片
の
復
原
し
伯
耆
大
日
寺
出
土
の
瓦
経
に

年
五
月

つ
い
て
ｌ
」
横
田
健
一
先
生
古
稀
記
念
『
文
化
史
論
叢
』
昭
和
六
十
二
年
三
月

1
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